






【要約】佐賀県における地域母子保健活動の現状と問題点を把握し、効率的な母子保健活

動の推進に資するため、昨年度までの研究に引き続き、今年度は各市町村の母子保健事業

の実施状況を具体的に事業費でとらえて集計解析を行い、市町村、特に町村の母子保健事

業の展開を促進する要因として、母子保健推進員の設置、母子保健推進員活動件数の多い

こと、保健帰一人あたり担当人口の少ないこと等のあることを示す結果を得た。さらに事

業を活発に行っている K町と隣接する3町の比較検討を行ったところ、これらの条件が整

って、地域組織の活動が定着していることが総合的な母子保健の展開と成果につながるこ

とが強く示唆された。 


